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障害者差別解消法の施行と 

高等教育機関における障害学生支援 

 2016年に障害者差別解消法が施行。 

 国立・私立大学ともに障害者に対する差別は禁止、 

 合理的配慮の提供は国立大学は義務、私立大学は努力義務となる。 

 ただし、私立大学においても、国立大学と同様に 

                 配慮をすることが求められている。 

⇒障害者差別解消法以前は、高等教育機関ごとに「善意」で行われてきた支援が、 

       施行後は、「法律遵守」によって配慮がされるようになった。 



日本の高等教育機関における 

障害学生の数の推移（2006～2018） 

・2018年度の障害学生
数は、33,812人
（1.05％） 

・2006年の調査開始
以降、障害学生数は、
増加傾向にある。 

    【2019,JASSO】 
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日本の高等教育機関における障害学生在籍数 

障害学生数 割合 



2018年度に日本の大学に在籍した 

障害学生（33,812人）の障害種別 

障害学生の障害別に占める割合
として、病弱・虚弱が11,151人
（34％）ともっとも多く、次い
で精神障害8,770人（26％） 。
そして、発達障害、肢体障害、
聴覚・言語障害、視覚障害とい
う順となっています。 

 【2019,JASSO】 
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立命館大学について 

 1992年に創立。私立大学。  

 4キャンパス(京都に朱雀・衣笠、滋賀に
BKCキャンパス、大阪にOICキャンパスが
ある。)  

 35,120人の学生が在籍し、 

16学部、20研究科（大学院）がある。 



立命館大学 障害学生支援室 設置の経緯 

障害学生の声をきっかけに2001年に「立命館大学障害学生の公的保障を考え

る会」を結成 

2004年に支援が必要な学生の入学。障害学生を支援する団体「さぽーと.net」

の発足。ボランティアセンターが障害学生支援のコーディネートを行う。 

2005年全学協議会にて障害学生支援室の設置が決定 

2006年6月に障害学生支援室を教学部に設立 



立命館大学 障害学生支援室 新体制へ 

2009年－2010年 学園ビジョンとして「包括的学習者支援」という学生支援

の基本方針を定める 

「包括的学習者支援体制の構築」の第一段階として2011年学生部に発達

障害など特別ニーズを持つ学生の支援として「特別ニーズ学生支援室」を

設立。 

障害者差別解消法の施行にあわせ、2016年度より障害学生支援室（教学

部）と特別ニーズ支援室（学生部）が組織統合 

2016年度より、学生部の包括的学習者支援のもと          

新たな「障害学生支援室」の設置 



立命館大学における障害学生支援の支援方針 

基本的な考え方 

立命館大学では、次の3つの基本的な考え方のもと「障害学生を含むインクルーシブな大学
づくり」に向けて取り組んでいます。 

◆障害学生の教育を受ける機会の平等を実現すべく支援を行う 

◆障害学生支援をとおしてすべての学生の学びと成長に寄与する
取組みを行なう 

◆障害学生支援に関わるFD・SDを通して大学全体の教育力の向
上を目指す 



立命館大学における障害学生支援の支援方針 

支援目標 

立命館大学では、支援を通じて、障害学生が次の3つの力を養成することを目標としています。 

◆気づく力 
立命館大学は、障害学生自身が自分のできること、得意なこと、また、工夫や支援があればできることについて
気づく力を伸ばせるように支援します。 

◆自分の言葉で相談（発信）する力 
立命館大学では、障害学生自身が自分の目標や希望、課題やニーズを言語化することによって、自分に合った資
源（リソース）や支援とつながり、主体的に相談（発信）する力を伸ばせるように支援します。 

◆主体的に支援を活用する力 
立命館大学では、障害学生自身が主体となって課題解決や目標達成に向けて、自ら支援計画を創造（デザイン）
し、学内外の多様な支援やリソースを活用する力を伸ばせるように支援します。 



「包括的学習者支援」における 
        障害学生支援室の役割 



障害者差別解消法施行以降の 

          合理的配慮の提供の実際 

修学上の配慮を行う上で、学生から支援申請のサインと根拠資料（障害者手帳のコピーや診断
書など状況を示すもの）の提出をお願いしている。 

面談等に学生のニーズと大学で提供できる配慮について調整した上で合理的配慮の実施。 

以下、実施例として。 

 教員に渡す配慮文を作成 

 サポートスタッフ（学生アルバイト）の養成、派遣 

・授業における情報保障（PCテイク） 

・建物間の車いす移動のサポート 

・紙資料のテキスト化 

 支援機器の貸出（車いすや拡大読書機、音声読み上げPCなど） 

※定期試験の配慮は学部で対応している。 

 



そのほか支援の実際  

修学環境を整えるため、以下も実施。 

 定期的な面談 

 学内の各部署や教員との連携 

 移行支援（入学前面談、附属校連携、オープンキャンパスでの個別面談） 

 支援に関する外部のリソースの紹介（支援機器やイベント等） 

 キャリア支援（学内外の就労支援機関の紹介および連携） 

 キャンパスのバリアフリーに関する調査・対応 

 災害時（防災）の対応 

 学内外への障害学生支援の周知および研修の実施 



今後の課題と取組み 

 大学院など高度な学術専門領域における支援者の派遣と育成 

 生活介助が必要な学生に対する行政サービスの利用に向けたフォロー 

 支援機器の情報収集および円滑な活用 

 留学対応（受入・送り出し） 


